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ラ ン ピ ル 国 立 公 園 ク レ ー ン サ イ ト に お い て 、 2 ∞1 年 3 月 か ら 地 温 ・ 地 中 熱 流 束 お よ び 土 壌 水 分 ( 含
水 量 ・ 水 分 ポ テ ン シ ャ ル ) の 観 測 を 開 始 し た 。 地 温 は 、 地 表 面 か ら 4 深 度 (-2，-10，  -20， ・ 回 c m ) で T 型
熱 献 す ( 銅 ・ コ ン ス タ ン タ ン 熱 電 対 ) を 用 い て 言 問 IJ を 行 っ て い る 。 土 壌 の 体 積 熱 容 量 は 空 気 と 比 べ て
か な り 大 き い ( 約 2 . 3 M J m -
3
K 1 ) た め 、 地 温 の 日 変 化 は 気 温 の 変 化 ほ と 急 で は な い が 、 地 表 面 に 近
い ほ と 習 効 幅 は 大 き く ( 約 6 . 4 ' C ) 、 深 度 成 ) C m の と こ ろ で ほ ぼ 0 と な っ た 。 深 度 ご と の 地 温 の 日 平




-1Ocm の 深 度 に 埋 設 し た 熱 流 板 侠 弘 精 機 製 M F - 8 1 ) に よ っ て 測 定 し て い る 。 地 表 面 で の 熱 流 は 、
土 壌 と 大 気 と の 聞 の 熱 交 換 の 大 き さ を 表 現 す る も の で あ る が 、 ラ ン ピ ル で は 樹 冠 面 に 到 達 す る 日 射
エ ネ ル ギ ー 量 が 、 最 大 で 約 1 k W m -
2
に 達 す る
( K u m a g a i et aJ.， 2 0 0 1 ) の に 対 し 、 地 表 面 が 受 け る
量 は わ ず か 5 W m -
2
程 度 で あ っ た 。 ま た 、 受 け た 熱 量 の ほ と ん ど は 夜 間 に 大 気 中 へ と 放 出 さ れ る の で 、
日 積 算 値 を 対 象 と し て 解 析 を 行 う 際 に は 地 中 熱 流 の 景 簿 は 無 視 で き る も の と 考 え ら れ る 。 土 壌 水 分
に つ い て は 、 含 水 量 を
τ'D R 法 ( T i me D om a i n  R eflec回 e句 ) で 、 水 分 ポ テ ン シ ャ ル に つ い て は テ ン
シ オ メ ー タ を 用 い て 3 深 度 (-10，-20点 白 m ) で 測 定 し て い る 。 τ'D R 法 は 、 土 壌 層 内 に 挿 入 し た プ ロ ー
プ に 高 周 波 の 電 磁 パ ル ス を 送 り 、 パ ル ス が プ ロ ー ブ の 先 端 で 反 射 し て 往 復 す る 時 聞 か ら 土 壌 試 料 内
に お け る 電 磁 波 の 伝 達 速 度 を 測 定 し 、 土 壌 内 の 誘 電 率 を 測 定 し 、 さ ら に こ の 誘 電 率 を 既 知 の キ ャ リ
プ レ ー シ ョ ン 関 数 ( 例 え ば も Ipp et aJ.， 1関 0) 等 を 用 い て 含 水 率 ( こ こ で は 体 積 含 水 率 的 に 変 換
す る も の で あ る 。 し か し 、 有 機 物 含 量 の 多 い 土 壌 や 比 表 面 積 の 大 き い 粘 土 質 の 土 壌 で は 、 こ の 関 数
が 過 小 な 0 を 与 え る こ と が 知 ら れ て お り ( 羽 多 野 ， 1997) 、 対 象 と す る ラ ン ピ ル の 土 壌 が U S D A
S oil T a x o n o my( 1975)に お け る 赤 黄 色 土 佃 1出 0 1 ) ま た は ラ ト ゾ ル (C凶 駒 山 こ 対 応 す る 土 壌 に 分 類 さ れ
る と す る と 、 粘 土 の 影 響 が 鮒 見 で き な い と 考 え ら れ る た め 、 炉 乾 法 や 異 な る 含 水 条 件 で の 連 続 し た
含 水 比 と 仮 比 重 の 実 測 を 行 い ， T D R 水 分 計 の 出 力 値 と の 対 応 、 関 係 を 用 い て キ ャ リ プ レ ー シ ョ ン 関 数
を 修 正 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 現 時 点 で は キ ャ リ プ レ ー シ ョ ン 関 数 の 補 正 は 行 え て
お ら ず 、 セ ン サ ー ( C a血 pbell Scie n岨 .c， Inc. C S 6 15)の 初 期 設 定 条 件 の ま ま で 言 ↑ 測 を 行 っ て い る 。
τ'DR 法 に よ っ て 見 積 も ら れ た 体 積 含 水 率 出 3 m -
3
) は 表 層 (-1 Ocm ) と そ れ 以 深 (-20， 引 > c m ) で 特 徴
的に異なり、表層では約 0.15~0.2 という値になるのに対し、下層では約 0.25~0.35 程度の値とな
っ た 。 こ れ は R a h i m ら (2 ∞1) や H o d n e悦 ら ( 1 995)が 指 摘 し て い る よ う に 、 表 層 と 下 層 の 土 壌 物
理 相 生 ( 間 隙 本 粒 径 分 布 、 透 水 性 等 ) が 異 な る こ と が 要 因 の ひ と つ で あ る と 考 え ら れ た が 、 現 時
点 で は 明 ら か で な い 。 水 分 ポ テ ン シ ャ ル に つ い て は 、 テ ン シ オ メ ー タ ( 大 起 理 化 工 業 製 D 区・ 3150)
を用いて計測を行っている。テンシオメータの測定可能範囲は O~-80kPa 程度であるが、 2∞1 年
3 月 か ら 2 ∞2 年 5 月 ま で の 観 測 期 間 中 に 各 深 度 と も に こ の セ ン サ ー の 圧 力 許 容 範 囲 を 頻 繁 に 超 え
て し ま い 、 連 続 し て 安 定 し た デ ー タ は 現 時 点 で 得 ら れ て い な い 。 土 壌 中 の 水 分 ポ テ ン シ ャ ル は 、 水
分 特 性 曲 線 ( 0 併 カ ー フ ヲ の 作 成 に 必 要 で 、 植 物 に 利 用 さ れ る 水 分 ( 有 効 水 分 量 ) や 毛 管 水 ・ 重 力 水
の 動 態 を 知 る 上 で 極 め て 重 要 な 情 報 で あ る が 、 ラ ン ピ ル の よ う に 年 間 2 5 ∞m m を 超 す よ う な 雨 の
多 い 地 域 で も 、 年 に 数 回 発 生 す る 10・15 日 程 度 の 無 降 雨 期 間 に よ っ て 乾 燥 す る (Kuraji et aJ.， 2 ∞1) 
た め 、 水 分 ポ テ ン シ ャ ル を テ ン シ オ メ ー タ の み で 連 続 し て 測 定 す る こ と は 難 し い こ と が 示 唆 さ れ た 。
し た が っ て 、 比 較 的 安 定 し て 連 続 デ ー タ が 得 ら れ る T D R の デ ー タ 等 か ら 水 分 ポ テ ン シ ャ ル 推 定 す
る 等 の 対 策 が 必 要 で あ り 、 そ の た め に も 早 急 に 土 壌 物 理 性 ( 透 水 係 数 、 真 比 重 等 ) の デ ー タ を 得 る
と 同 時 に T D R セ ン サ ー の キ ャ リ プ レ ー シ ョ ン を 行 う こ と が 今 後 の 課 題 で あ る と 考 え ら れ る 。
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